
今夏の電力需給状況について

平成２５年７月２５日
関西電力株式会社
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８月 ９月７月

+1.224.1最低

+2.232.3最高

+1.627.7平均

平年差H25年7月上旬

◎気温（大阪） （℃）

◎猛暑日（最高気温35℃以上）

+0.925.2最低

+1.632.9最高

+0.928.3平均

平年差H25年7月中旬

1

下旬上旬

201H25

計中旬

（日）

◎熱帯夜（最低気温25℃以上） （日）

3

下旬上旬

1364H25

計中旬

2,617万kW（7月１１日）

今年の日々の最大電力

：今年の土日祝日を表す

最大電力

気温
今年度最高気温

今年度最低気温

今夏の最大電力および気温の推移

最高気温
平年値

最低気温
平年値

※気温は全て7/21～23の平均値

供給力（想定）
2,932万kW（7・8月） 供給力（想定）

2,848万ｋＷ（9月）

+1.526.5最低

+2.134.6最高

+1.529.7平均

平年差H25年7月下旬

※気温は全て7/1～10の平均値

※気温は全て7/11～20の平均値

１関西広域連合委員会
エネルギー検討会ご提出資料

関西電力株式会社
平成25年7月25日



y = 3,491.31  -  162.96 x  + 4.18 x2

R2 =  0.974
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H22年5月連休明け～9月30日
H24年5月連休明け～6月30日
H24年7月1日～9月30日
H25年5月連休明け～6月30日
H25年7月1日～7月23日

【H22相関式】

○７／１から７／２３までの実績では、H２２年と比べて、平均で約２５０万ｋＷ（約９％）減少しています。
この中に節電効果が含まれているものと考えられます。

１４～１５時の最大電力の比較〔対Ｈ２２年比〕
（万kW）

（℃）

※土日祝、降雨日等除く
※累積5日最高気温

約▲２５０万ｋＷ
（約▲９％）

H22年 月連休明け～9月30日）
H24年夏季以前 月連休明け～6月30日）
H24年 日～9月30日）
H25年 月連休明け～6月30日）
H25年 日～7月23日）

年 （5
（5

年 （7月1
年 （5
年 （7月1

H22年
H24
H24年
H25年
H25年

年実績

年夏季
年夏季以前
年夏季
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関西電力株式会社
平成25年7月25日
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